
令和元年度第１回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和元年７月２３日（火） １０時３０分～１１時３０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、月舘副会長、大平委員、附田委員、佐藤委員、 

長内委員、根岸委員、瀧委員、田村委員、稲川委員、 

花田委員、小比類巻委員、袴田委員 

 

４．欠 席 者   新井山委員、新堂委員、中下委員 

 

５．事務局出席者   関経済部長、長根産業観光課長、石坂産業観光課長補佐、

古川産業支援係長、古舘主査 

 

６．開催概要 

◎第１回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 市長あいさつ 

⑶ 議 事 

① 議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

② 事務局より下記案件について、資料に基づき、条文構成・内容等につ

いて説明した。 

 案件①中小企業振興施策の実施に関する意見書提出に向けて…【資

料１・２・３】  

  質疑応答 

    案件②：今後のスケジュール…【資料４】 

  質疑応答 

⑷ 閉 会 

 

 

 

 

 

 



７．会議概要 

（１）案件①②に対する質疑応答 

発 言 者 内  容 

石坂課長補佐 中小企業振興施策の実施に関する意見書提出に向けて資

料（資料１・２・３）に沿って説明。 

前 田 会 長 只今、事務局の方から、中小企業振興施策の実施に関す

る意見書の提出に向けて説明があった。昨年度、中小企

業振興施策について、委員の皆様方から頂いたご意見を

資料２のようにまとめている。今年度、市に対して提出

する意見書を作るにあたり、この素案をたたき台として

取りまとめて行く必要があるが、７つの項目として、項

目ごとに具体的な施策を記載したものとした方が良い

か、具体的な施策は記載しない方が良いか、または、も

っと項目を絞った形が良いのか意見を伺いたい。 

月 館 副 会 長 昨年度の振興会議においてこれまで審議してきたわけで

あり、今ある７つの項目の素案に基づき審議していくべ

き。特に人材確保と定着に関することについては具体性

を持って、より実現性の高いものとして審議していくべ

き。 

田 村 委 員 確認だが、例えばシンポジウムの開催等、今年度意見書

として提出するとなれば、実施は次年度以降という事か。 

石坂課長補佐 まず 11 月に意見書の提出をし、それを受けて産業観光課

として内容を検討する。その後１２月ぐらいにある来年

度の当初予算要求に反映させていく。よって、事業の実

施となれば次年度以降ということになる。 

大 平 委 員 資料２の項目５番のまちづくりに関することについて。

商店街の空き店舗利用で、商工会にて「いこいの家」で

産直市を開催している。今後も開催していく予定とのこ

と。自分も行ってごぼうそばを女性部で販売したが、人

が集まる感じがした。これをもう少し盛り上げて活性化

していくために、市としてももっと関与してはどうか。 

石坂課長補佐 おっしゃる通り、６月あたまから商店街の空き店舗であ

る「いこいの家」を使い、チャレンジショップを開催し

ている。今後７月８月９月と３回実施予定。その後、１



０月１１月１２月と今度はトラック市を実施することに

なっており、チャレンジショップもトラック市も、実は

三沢市から補助金を出してやっている。商工会と連携し

取り組んでいる。中心市街地の活性化は重要な課題であ

り、空き店舗の削減という観点から、そのような場所を

活用し事業を実施していくことについて、今後も商工会

と連携して取り組んでいきたいと思っている。 

大 平 委 員 １０月からトラック市やるのか？ 

石坂課長補佐 一応現段階で、商工会からの予定では、１０月からトラ

ック市をやりたいとのこと。 

大 平 委 員 トラック市について、岩手県の雫石において、賑やかな

トラック市をやっているとのこと。そこに、おいらせ町

の商工会が見学に行ったという話を聞いた。三沢市でも

うまくいっている場所へ見学に行った方がイメージしや

すいのではないか。ただ漠然とやるのではなく、どうや

ればうまくいくのかヒントがあるかもしれない。 

花 田 委 員 資料２の項目、１～７の素案を読ませてもらったが、や

はり我々企業の立場で言えば、雇用があり、雇用したら

やはり人材教育というか人を育てながらその人達によっ

て会社、企業を繁栄させる、最終的には地域社会に貢献

というサイクルで見れば、この素案をまずは推し進めて

行くべきと思う。 

月 館 副 会 長 次年度に向けた素案については、昨年度話し合いをして

いる所もある。また、振興会議において、せっかく委員

から出た意見については効果等の検討もあるかもしれな

いが、実施に向けて予算を伴うものばかりではないはず

なので、即時実行できるものは行動に移すということも

必要なのではないか。 

石坂課長補佐 確かに、出された意見の中身については予算が伴わなく

ても実施できる施策もある。また、出された意見は中小

企業振興に関しては非常に重要な施策であると思ってい

るため、実現出来ることに関しては来年度からというこ

とではなく出来ることからやっていきたいと思ってい

る。 



附 田 委 員 資料１、３０年度の中小企業に関する事業の実施状況に

ついてせっかく細かく作っているのであれば、意見書提

出に向けた残りの会議で、これを検証した方が良いので

はないか。事業についても、やり続ければいいというわ

けではない。辞めた方が良い場合もあるし、検証し進化

させた方が良い場合もある。 

稲 川 委 員 資料２において、７つの項目が上がってきているが、７

つ全てリンクしていると思う。特に、地域の宝である子

供達の県外流出が多い。それに歯止めをかける意味でも、

項目の２番に人材の確保と書いているが、項目５のまち

づくりに関することにもリンクしていると感じる。例え

ば、被災地復興では、若い子たちがそれぞれ地域にしか

ない魅力を色んな手法で発信することで、子供達自身が

自分達の街にもっと興味を持つようになる。自分の街を

もっと好きになってもらえれば、自分の住み暮らしてき

た地域に骨をうずめたいとの考えになるかと思う。そう

すると、資料２の項目２・３・５と繋がっていくのでは

と思っている。今回、７つの項目が上がっているがそれ

ぞれさらに深くリンクできる所は更に詰めて、これから

進めていけばいいのではと思っている。 

長 内 委 員 前回 28 年度の意見書においては、資料３のとおり、具体

的な項目までは載せていないのか。 

石坂課長補佐 その通りである。前回は、具体的な施策は載せずに課題

である項目について載せた。それを受けて市で新たな施

策を考えるということにした。 

長 内 委 員 今回の意見書については、更に一歩踏み込んで、資料２

に記載されている枠で囲んだ具体的な項目までいれて提

言するかどうか、という議論でよろしいか。 

石坂課長補佐 昨年度、委員の皆様から頂いた個別の各種施策を取りま

とめた結果、資料２のとおりとなった。そこから意見書

へ詳しく施策を載せた方が良いのか、若しくは前回と同

じような形で取りまとめた方が良いのか、さらに絞った

方が良いのか、皆様からご意見いただきたい。 

佐 藤 委 員 要望書自体はそこまで具体的ではなく、広い意味での意



見書が多いような気がする。この７つの項目に関しては、

それぞれ委員のバックグラウンドもあり、皆さんが言い

やすい分野も網羅されている。これでそれぞれ意見交換

をして、深い意見を出すのがいいかと思う。また、先程

附田委員のおっしゃった通り、やったものにはチェック

をするというサイクルを回していくのは当然必要なこと

である。 

根 岸 委 員 昨年度の振興会議は 5 回あり、自分は全てに参加したが、

このような素案が出来たということで、是非この素案ど

うりに進めて頂きたい。 

瀧 委 員 提言書には資料２のとおり、７つの項目で自分は良いと

思う。何となくではなく、具体的にこうして欲しいとい

うのが自分は必要だと思う。ただし資料２の各項目の枠

で囲んでいる具体的な所があるが、やはりこの中でも濃

淡を付けていく、優先順位をつけてアクションをしてい

くことが大切かなと思う。 

自分自身、非常に関心のある人材育成のところで人口減

少に関しては、国自体減っていて地方が特に謙虚に表れ

ている。そういった中でも田舎の方の町や村で人口が増

えている所がある。こういった補助とかではなくて、そ

の地域の村町ぐるみで、子供を支援する体制があり、そ

れが噂で段々と広まり、人が集まるようになって来た。

これは補助と支援の合わせ技である。やはり仕組みだけ

制度だけでなく、このような組み合わせで進めていくの

が必要だと思う。それはこの会議で一緒に考えていくべ

き。 

袴 田 委 員 項目については７つで網羅されていると思う。また、瀧

委員のおっしゃる通り、今は家族で島に移住する人達が

多いとのこと。そこにはきちんと島の魅力がある。家も

ちゃんとあって、学校支援、助成制度が充実しているこ

とで、若い人達も移住しているとテレビでやっていた。

そのような施策も必要ではないか。 

小比類巻委員 資料１の１１ページ三沢市創業相談ルームの〈効果〉Ｈ

３０の２名の創業内容を教えて欲しい。 



古 川 係 長 Ｈ３０年度に創業した２名についての業種については飲

食店である。お店の名前等の詳細については把握してい

ない。 

小比類巻委員 商店街の空き店舗を活用して行った７月の産直市に自分

も参加した。お客さんは車で来れないような高齢の方だ

った。８月９月の第二金曜日も行うが、平日のその時間

が自分も参加するのに都合が良い。土日は出られない。

１０月からは軽トラ市を石岡スポーツの向かいにある広

い敷地で行うとのことだが、平日は保険会社が駐車場と

して使っているため土曜日開催とのこと。しかしそれで

は、子供が学校のうちに行ける主婦とかが来れなくなる。

また、三沢市も補助金を出しながら関わっていたことは

初耳だった。チラシを見ても、商工会のみで、三沢市が

関わってやっている事がわからない。アピールの仕方が

下手である。産直市も軽トラ市も、行うなら開催日を統

一してはどうか。例えば、百石なら第一金曜日で定着し

ている。何をしたくて、誰をターゲットにしているか見

えない。 

石坂課長補佐 産直市については、三沢市としてはチャレンジショップ

という位置付けである。そのチャレンジショップの中に

商工会が産直市を出すと言う事になっている。三沢市と

しては、毎週そこで色んな事をしていただきたい、そう

した方が街中の賑わいも出来て良いのではないかと考え

ている。そこは商工会と連携して、可能であれば毎週行

く形をとっていきたい。しかし、今現在は試行的に行っ

ているので、今年度の反省や結果を踏まえて、来年度以

降ステップアップ、ブラッシュアップして取り組んでい

く。 

また軽トラ市についても、石岡スポーツ向いにある敷地

は、今現在、保険会社が駐車場として借りており、平日

に活用することは難しい。ただし、軽トラ市をやる事に

よって認知され人が集まるようになれば、継続的にやっ

ていくキッカケにも繋がるのではないかと考えており、

これについても連携して取り組んでいきたい。 



関 部 長 委員の皆様から様々な意見が出されましたが、最初に会

長が言われていた、意見書について具体的な事を盛り込

むかどうかという事に関しては、まだはっきりしてない

様に受け止めている。これから進めていくにあたり、皆

様からの具体的な案を頂ければ事務局としては方向性が

見えてくるので嬉しい所である。今回で会議は終わりで

はないので、今後とも皆さんの意見をお願いしたい。 

前 田 会 長 部長が言われた通り、７つの項目を活かすのか、もう少

し整理して意見書を出すのか話し合っていきたい。これ

は、案件２の今後のスケジュールにも係ってくると思う

ので、今後のスケジュールを事務局から説明願いたい。 

石坂課長補佐 資料４の今後のスケジュールにつきまして、今年度の会

議は全５回開催を予定している。今後、９月１０月の振

興会議を経て、１１月に提出する意見書を取りまとめて

いきたい。また、最後の第５回中小企業振興会議につい

ては、皆様から提出された意見書が、来年度予算にどの

ように反映出来たか説明したい。 

前 田 会 長 事務局から今後の活動を説明してもらった。これに対し

て意見はないか。 

石坂課長補佐 あくまでも事務局から示している意見書の内容は素案で

ある。また附田委員の通り、昨年度実施した事業につい

て、進化させるべきか、削減するべきか等、ご意見を頂

きたい。あくまでもたたき台であり、追加等も可能であ

る。 

月 舘 副 会 長 これまでの意見を聴いて、振興施策の具体的な内容につ

いては、三沢市総合振興計画との整合性を検討していか

なければならない。全く整合性がないと何のための三沢

市総合振興計画かとなりかねない。その辺はどの様に考

えているか。 

石坂課長補佐 三沢市総合振興計画の中に、中小企業振興と示している。

今回頂く素案について、中小企業の振興を図るために、

三沢市としてどういった事をすればいいのか、どういっ

た事が必要なのか、意見を頂いているので三沢市総合振

興計画とリンクしているものと考えている。 



月 舘 副 会 長 稲川委員からお話が出たように、この三沢市に住んでい

るからこそのふるさと感、子供達の今後の教育などに関

連するものは三沢市総合振興計画としてまとめられると

考えられるが、中小企業振興会議の中で考えられた意見

書との整合性を取るためには、この会議で、どの程度の

部分まで詰めるのかきちんと明確にしてはどうか。 

例えば人材育成、これは教育にも関わってくるわけだが、

結局何でもかんでもありの振興会議だったら、具体性も

なく中身もないということになる可能性もあるのではな

いか。それもまた今後のスケジュールに関わってくる。

その辺どうか。 

石坂課長補佐 この素案を見ると、産業観光課だけで対応できるもの、

例えば婚活事業は政策調整課で担当しているものであ

り、三沢市全般で対応していかなければならない事業も

ある。意見書はあくまでも中小企業振興会議から市長に

対してであり、内容については産業分野のみの意見書で

はなくて三沢市全体の意見書として提出することも当然

可能である。また、中小企業振興という所を具体的にや

っていくのであれば、事務局が担当する分野のみで意見

書を提出ということでも構わない。 

長 根 課 長 確かに、中小企業振興施策として資料２において 7 項目

あり、課題や問題が多く言われている。しかし、それだ

けではなく、三沢市の強みや新しい価値を発見しながら

意見書に盛り込んではどうか。また、補助の部分と支援

の部分の役割分担があると思うが、例えば行政で出来る

事、企業で出来る事、やってもらう事をきちんと反映さ

せ、意見書を作成していけたらと思っている。 

前 田 会 長 会議は９月１０月とあるが、その都度思いついた時は事

務局まで連絡することとしたい。中小企業施策の実現に

向けて進んでいきたいと思っている。皆様今後ともぜひ

ご協力願いたい。 

これで本日の案件はすべて終了した。これをもって、令

和元年度第 1 回中小振興会議を閉会する。 

 


